
1

H1513

C+

Viktoras�Paliulionis

(Lithuania)

H#5�2sols
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D742

C+

Antonio�Tarnawiecki

(Peru)

#2

D744

C+
Gerhard�Maleika

(Germany)

#2*v

D745

C+
Gerhard�Maleika

(Germany)

#2*

D746

C+

Rauf�Aliovsadzade

(USA)

#3

D747

C+

Petrašin�Petrašinović

(Serbia)

#3*v

D748

C+

Alexandru�Mihălcescu

(Romania)

#3

D749

C+

Leonid�Lyubashevsky
Leonid�Makaronez
(Israel)

#3

D743 C+

Ovidiu�Crăciun,�Vlaicu�Cri an
(Romania)

Dedicated�to�Marjan�Kovačević

#2*vv

D750

C+
Stefan�Felber

(Germany)

#4
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D751

C+
Thomas�Woschnik
(Germany)

#4
B)�Rh2→b2

D752

C+

Petrašin�Petrašinović

(Serbia)

#4

D753

C+
Stefan�Felber

(Germany)

#5

D754

C+
Mirko�Degenkolbe
(Germany)

#6

D755

C+
Mirko�Degenkolbe
(Germany)

#9

D756

C+

Yuri�Arefiev

(Russia)

#10
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D743-cf

version�by�M.�Kovacevic

#2v
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E262 Sergey�Osintsev
(Russia)

Win

E263

Rainer�Staudte
Michael�Schlosser

(Germany)

Win

E264 Thomas�Niessen
(Germany)

Draw

E265 Michael�Pasman

(Israel)

Draw

E266 Michael�Pasman

(Israel)

Win

E267 Michael�Pasman

(Israel)

Win

E268

Michal�Hlinka
L'ubos�Kekely

(Slovakia)

b)�Pf5→g4
Draw

E269 Beat�Neuenschwander

(Switzerland)

Win

E270 Vladislav�Tarasiuk

(Ukraine)

Win
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E271 Jan�Timman

(Netherlands)

Win

E272 Daniele�Gatti
(Italy)

Draw
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E262-cf.

b�-�-�0�9

#108 E.indd   10#108 E.indd   10 2024/12/26   12:302024/12/26   12:30



11

#108 E.indd   11#108 E.indd   11 2024/12/26   12:302024/12/26   12:30



12

#108 E.indd   12#108 E.indd   12 2024/12/26   12:302024/12/26   12:30



13

#108 E.indd   13#108 E.indd   13 2024/12/26   12:302024/12/26   12:30



14

#108 E.indd   14#108 E.indd   14 2024/12/26   12:302024/12/26   12:30



15

#108 E.indd   15#108 E.indd   15 2024/12/26   12:302024/12/26   12:30



16

E270-cf.

T.�Gorgiev�1937

Win
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H1507

C+

Abdelaziz�Onkoud

(France)

H#2�2sols

H1508

C+

Aleksey�Ivunin
Aleksandr�Pankratiev
(Russia)

H#2�5sols

H1509

C+

Jakub�Marciniszyn(Poland)
Bogusz�Piliczewski

after�A.�Pankratiev

H#3�4sols

H1510

C+

Abdelaziz�Onkoud

(France)

H#3�b)Be6→b7

H1512

C+

Sébastien�Luce
(France)

ded.�to�T.�Fujiwara

H#4�2sols

H1513

C+

Viktoras�Paliulionis

(Lithuania)

H#5�2sols

H1514

C+
Zlatko�Mihajloski

(North�Macedonia)

H#7
b)Sd5→g5

H1515

C+

Bruno�Stucker

(Switzerland)

H#7

H1511

C+
Jorge�Lois

(Argentina)

H#3.5
b)Pa6→d3�c)Pc6→b5
d)Rc5→c8
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S325

C+

Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

S#3

S326

C+

Jozef�Holubec

(Slovakia)

S#8

b)�Se5→a4�S#9

S327

C+

Steven�Dowd

(USA)

S#11

S328

C+

Steven�Dowd

(USA)

S#12
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F1572

C+

Mykola�Vasyuchko
Mykhailo�Galma

(Ukraine)

H#2
b)�wKa6
Leo�3+0

F1573

C+

Ricardo�de�Mattos�Vieira

Menachem�Witztum

(Israel,�Brazil)

H#2�2�Sols

Series�Capture

F1574

C+

Pierre�Tritten

(France)

H#2�2�Sols

Take�&�Make

F1575

C+
Mario�Parrinello
(Italy)

H#2�3�Sols
Delayed�PWC

F1576

C+
Masataka�Izumi

(Japan)

H#3
Transmuted�Kings

F1578

C+
Sébastien�Luce

(France)

H#3

a)�Take�&�Make

b)�Circe�Equipollents

F1570

C+
Marjan�Kovačević
(Serbia)

R#2*vvv

F1571

C+
Ľuboš�Kekely

(Slovakia)

H#2�2�Sols
Danger�Circe

F1577

C+
Stephan�Dietrich

(Germany)

H#3�2�Sols
Grasshopper�d6�f8
Neutral�Camel�b7�d5
Neutral�Bishop�h1
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F1579

C+
Stephan�Dietrich

(Germany)

H#3
b)�Sf7→g6
Grasshopper�e6�f8
Berolina�Pawn�c6�e7

F1584

C+

Aleksandr�Pankratiev

Yuri�Gorbatenko

(Russia)

HS#4�2�Sols

F1587

C+

S.�K.�Balasubramanian

Vlaicu�Cri an

(India,�Romania)

HS#5.5

F1583

C+
Sébastien�Luce

(France)

H=4.5*

PWC

Locust�d3,�d4

Neutral�Zebra�e4

Neutral�Antelope�e3

F1580

C+
Niels�Danstrup

(Denmark)

H#4
b)wKb4�c)=b)+bKd7�d)=c)+wKb7
Moose�b1�e7�g3

F1581

C+

Sébastien�Luce

(France)

H#5.5

b)�wSc5

Zebra�c5

F1582

C+
Eligiusz�Zimmer

(Poland)

H=3
b)�wRa1

F1585

C+
Mihaiu�Cioflâncă

(Romania)

HS#4.5
b)Sh4→c1�c)=b)+Rf3→a1
d)f2→g2�e)=d)+b2→d2
f)=e)+c2→h3

F1586

C+

S.�Manikumar

S.�K.�Balasubramanian

Vlaicu�Cri an

(India,�India,�Romania)

HS#5.5
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F1588

C+

S.�K.�Balasubramanian

Vlaicu�Cri an

(India,�Romania)

HS#5.5

F1590

C+

Sébastien�Luce

(France)

3→SD==5

Take�&�Make

F1591

C+

Mykola�Vasyuchko
Mykhailo�Galma

(Ukraine)

SH#4
b)�f5→c2

F1592

C+
Ľuboš�Kekely

(Slovakia)

SH#21
Danger�Circe

F1593

C+

Sébastien�Luce

(France)

SH=16

Sentinelles

Maximumer

5x5�board

F1594

C+
Ľuboš�Kekely

(Slovakia)

SS#13
Danger�Circe

F1596

C+
Ľuboš�Kekely

(Slovakia)

SS=17
Danger�Circe

F1589

C+

Sébastien�Luce

(France)

SD#19

PWC

Neutral�Pawn�f2

F1595

C+

Pascale�Piet

(France)

SS#14

F1593

C+

Sébastien�Luce

(France)

SH=16

Sentinelles

Maximumer

5x5�board

F1593

C+

Sébastien�Luce

(France)

SH=16

Sentinelles

Maximumer

5x5�board
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F1597

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#7

F1598

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#10

F1599

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#8

F1601

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#8

F1600

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#8

F1602

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#8
Circe

F1603

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#8

F1604

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#9

F1605

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#9
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F1606

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#9

F1607

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#10

F1608

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#12

F1609

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#12

F1610

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#14

F1611

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS=14
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R384 Andreas�Thoma
(Germany)

-3�&�S=1
b)�-5�&�S#1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan

R385 Andreas�Thoma
(Germany)

-4�&�S=1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan

R386 Andreas�Thoma
(Germany)

-5�&�S=1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan

R387 Henryk�Grudziński
(Poland)

Proof�Game�11.5
Circe�Parrain
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R360c Andreas�Thoma
(corrected�version)

-3�&�S=1
b)�bKd4→g7�-5�&�S=1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan
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U357 　駒井めい 歩 玉

玉

▲香　△香３　
最善詰　１手
ｂ）すべての香→中立香

U360 　さんじろう
玉

玉

▲銀
ネコネコ協力自玉詰　４手

U358 　出口信男

飛 飛
歩玉
歩

▲なし　
協力詰　９手

U361　さんじろう

玉

玉

▲歩　
ネコネコ協力自玉詰　８手

U359　さんじろう

玉

歩

玉

▲角
ネコネコ協力自玉詰　４手

U362　占魚亭

玉

▲歩　△飛２角２金２銀２歩
５五将棋点鏡協力詰　８手（受
先）
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U363 　出口信男玉

歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲金３銀３歩５　
背面詰　21 手

U364 　上田吉一

飛
◆ と と と と と と と桂 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

玉

銀 銀

城

▲なし　△なし　
成禁協力自玉詰　72 手
城 =Rookhopper
と = 不滅と
◆ =Pyramid
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Shogi

Editor
　IZUMI Masataka（泉正隆）
Judge 2024-2026
　TACHIOKA Hajime（太刀岡甫）

★今号は 8 作の作品発表です。
★ U357 は駒井めいさんのツイン作品。
ｂ）では双方の持駒の香をすべて中立香
に変更します。必要であれば最善詰や中
立駒の細則を確認のうえ取り組むとよい
でしょう。
★ U358 は出口信男さんの協力詰です。
シンプルな初形とルールで、手軽に楽し
める内容となっています。
★ U359 ～ U361 はさんじろうさんの
ネコネコ作品。いずれもルールはネコネ
コ協力自玉詰なので、受方の玉に王手を
掛けつつ最後の応手で攻方の玉が詰むよ
うにします。作者のさんじろうさんは、
Web Fairy Paradise（WFP）にて「ネ
コネコ協力詰双裸玉の研究」と題してネ
コネコ作品を多数発表されています。興
味のある方はぜひ一度目を通してみて
ください。出題は WFP193 号、解答は
WFP195 号です。
http://www.dokidoki.ne.jp/home2/
takuji/wfp.html
★ U362 は占魚亭さんの作品。５五将
棋の盤駒を使用しています。点鏡は盤の
中心を軸に点対称の位置にある駒同士の
利きが入れ替わるルール。通常の将棋盤
の場合は55の地点が中心になりますが、
５五将棋の場合は 33 のマスが中心にな
るのでご注意ください。
★ U363 は出口信男さんの背面詰。３

段目に並ぶ受方の歩が目を惹きます。無
仕掛けの初形ですが、豊富な持駒を活か
して詰まし上げましょう。
★ U364 は上田吉一さんの作品。手は
限られているので難しくはないと思いま
す。盤上のと金はすべて不滅駒であるこ
と、Pyramid（◆）はホップ駒の跳躍台
になることに注意しましょう。
★随時作品を募集しております。フェア
リー詰将棋全般や複数解・ツインの普通
詰将棋、将棋パズル系の作品を受け付け
ています。Problem Paradise のホーム
ページの Submission Form からお送り
ください。作品への短評も募集しており
ます。同じく Submission Form からお
送りください。
★作品投稿や短評の受付状況は下記でご
確認いただけます。必要に応じてご覧く
ださい。
https://tsume-springs.com/?page_
id=77
★今回の作品への短評は 2 月末までに
お送りいただければ次号に載せることが
できます。
★特に記載のない限り、受方の持駒に
フェアリー駒はなく、通常の将棋駒セッ
トの残り全部です。

【最善詰】
攻方はなるべく早く受方玉が詰むように
着手し、受方はなるべく詰まないように
応じる。

［補足］
・無駄合の概念はなく、すべての合駒が
有効。
・駒が余るかどうかで手順に優劣を付け
る規則はない。
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【中立駒】
どちらの手番でも動かせる駒。

［補足］
・中立駒は横向きに表記するか、「ｎ飛」
のようにｎを付けて表す。
・盤上の中立駒は現手番の駒として動く
（利きが上下非対称の場合要注意）。
・自分の持駒にある中立駒を打つことは
できるが、相手の持駒の中立駒は打てな
い。
・現手番の駒として成れる場合のみ成れ
る。
・中立駒が現手番の駒を取ることはでき
ないが、敵駒や中立駒は取れる。
・中立駒は取られても中立性を失わない。
・中立駒は行き所のない駒にならない。
・中立歩を打って詰ます着手は禁手（打
歩詰）。
・すでに中立歩や通常の歩がある筋に、
中立歩や通常の歩を打つ着手は禁手（二
歩）。
・中立駒であっても自玉への王手は禁手。
自玉への王手になっているかの判定は、
現手番が終了し、相手側が着手する前に
行う。

【ツイン】
問題図をａ）とし、ｂ）、ｃ）……を指
定された設定でそれぞれ解く出題形式。

【協力詰】
双方協力して最短手数で受方の玉を詰ま
す。ただし無駄合の概念はなく、すべて
の合駒が有効。

【協力自玉詰】
双方協力して最短手数で攻方の玉を詰ま

す。ただし無駄合の概念はなく、すべて
の合駒が有効。

【ネコネコ】
敵味方を問わず、駒が縦に繋がっている
とき、上から n 番目の駒は下から n 番
目の駒の利きになる。

［補足］
・1 段目の桂香歩や 2 段目の桂も着手可
能。
・旧名称はネコネコ鮮

【５五将棋】
「５五将棋」の盤駒を使用する。つまり
盤は５×５であり、使用駒は玉王飛 2 角
2 金 2 銀 2 歩 2 である。可成地域は敵
陣１段目のみ。

【点鏡】
中心（通常は 55 のマス）に関して点対
称の位置ある２つの駒は、敵味方関係な
く互いにその利きが入れ替わる。

［補足］
・1 段目の桂香歩や 2 段目の桂も着手可
能。
・５五将棋の場合、33 に関して点対称
の位置にある２つの駒の利きが入れ替わ
る。

【詰将棋】
普通詰。つまり、受方がどのように応じ
ても詰むように攻方は着手し、受方はな
るべく詰まないように応じる。複合ルー
ルの場合、「安南詰」のように「……詰」
というルール名になる。

【背面】
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敵駒と背中合わせになったとき、互いに
利きが入れ替わる。

【成禁】
手順中に成る手があってはならない。王
手や詰み等の定義は通常通り。

【Rookhopper（城）】
縦横に利きを制限した Grasshopper。

※ Grasshopper（Ｇ）
フ ェ ア リ ー チ ェ ス の Grasshopper。
Queen の利きの方向にある駒を１つ飛
び越したその直後の地点に着地する。そ
こに敵の駒があれば取れる。飛び越え
る駒は敵味方どちらでもよい。一度に 2
つ以上の駒は飛び越せない。

【不滅駒】
取られることのない駒。不滅性を持つ駒
は例えば「不滅歩」のように「不滅＋駒
名」で表す。

【Pyramid（◆）】
着手不可・通過不可の領域を表す。跳び
越すことは可能。ホッパー系の駒のジャ
ンプ台になる。

----------------------------------------

U357（駒井めい）

ａ）12 香 迄１手。
ｂ）19 ｎ香 迄１手。

詰上図　a) 歩 玉

香
玉

詰上図　ｂ） 歩 玉

玉

香
▲なし　△ n 香３

作者：香が標準駒か中立駒かで打ち場所
が変わります。

★最善詰は普通詰将棋とは異なり、最短
で受方玉を詰ます必要があります。そし
て最善詰では無駄合の概念がなく、すべ
ての合駒が有効です。ａ）で例えば 13
香と打つと、12 歩と打たれて手数を延
ばされてしまいます。ａ）は12香が正解。
近づけて打てば合駒ができません。
★ｂ）では双方の持駒の香がすべて中立
香になります。試しに 12 ｎ香と打って
みましょう。もし受方がパスをすれば攻
方は 12 ｎ香で玉を取れるので、この手
は王手です。受方は 12 ｎ香を動かして
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王手を外すことができます。例えば 17
ｎ香成とすれば攻方は 17 の成香で玉を
取ることはできないので、17 ｎ香成で
確かに王手が解除されています。つまり、
12 ｎ香と打つ手は不正解です。
★正解は 19 ｎ香。９段目に打てば受方
は中立香を動かせないので王手を外すこ
とができません。さらに、受方は持駒の
中立香を合駒することもできません。も
し中立香を合駒したとすれば、攻方にそ
の中立香で玉を取られてしまいます。つ
まり、中立香合は自玉に王手を掛ける禁
手です。
★最善詰と中立駒の性質を利用した最近
打／最遠打のツイン。本作を見たとき、
思わず「なるほど！」と声が出ました。

U358（出口信男）

46 飛、55 玉、65 飛、54 玉、
63 飛成、55 玉、45 飛、56 玉、
65 龍 迄 1 手。

詰上図

龍 飛玉
歩

作者：よく見かける詰み形で類作は多い
と思います（参考図など）。酷似作・同
一作は「？」です。幾分ミニ趣向っぽい
手順…が救いか。２枚の歩は角でも良さ

そう（飛角図式）ですが、紛れが少なく
なりすぎます。
★「Ｙ」の初形。ルールはシンプルな協
力詰です。生飛車２枚では詰まないので、
龍を作る必要があります。
★初手は 46 飛（または 66 飛）の一手で、
55 玉と応じるしかありません。65 飛、
54 玉、63 飛成で龍ができました。55
玉に 45 飛、56 玉、65 龍で詰みとなり
ます。２枚の飛車がちょこちょこ上下す
る手順が楽しいですね。
★詰上りの駒配置は小さい「Ｙ」の形に
見えます。多くの方が楽しめる可愛らし
い小品だと思います。
★フェアリーデータベースで確認しまし
たが、同一図はありませんでした。作者
コメントにある参考図は下記の作品で
す。

参考図（ばか詰 5 手／橋本孝治／詰パ
ラ 1982.7）

金
玉

▲飛飛
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U359（さんじろう）

18 角、17 桂、63 角成、64 角 迄４手。

詰上図

玉

馬角

歩
桂

玉

作者：19 王に対して 17 桂は一枚で二
か所（29 と 18）を抑える常用の手筋で
す。これに遠くから角を打たせれば簡単
に自玉詰が出来る寸法。最後 63 馬は自
由に動けますが王手は解除できず、一方
19 王は動くことが出来ませんので詰み。
ただし攻め方に持駒があれば合駒や付駒
が可能なので、後手玉を詰めるのと異な
りなんだか肩透かし感が拭えないです
ね。なお、26 歩は余詰防止の駒です。

★受方玉に王手を掛けつつ攻方玉を詰ま
すわけですが、双方の玉が離れているの
で手段は限られています。
★初手は 18 角。18 角と 19 玉の利きが
入れ替わるので、19 玉が角の利きで王
手を掛けています。対して 17 桂と打つ
のがポイント。

途中図

玉

歩
桂

角
玉

▲なし

★ 17 桂と打ったことで、18 角の利き
は元に戻り、19 玉と 17 桂の利きが入
れ替わります。駒を連結させて利きを変
えるネコネコ特有の手筋で、「付駒」と
呼ばれます。18 角が元の利きに戻った
ので 63 角成と指すことができ、64 角
の付駒で攻方玉が詰みとなります。
★詰上りを確認しましょう。64 角が馬
の利きで 19 玉に王手を掛けています。
攻方に持駒はないので合駒はできませ
ん。17 桂が利いているので 29 玉とは
指せません。さらに 18 玉とも指せませ
ん。18 玉と指した途端に玉と桂の利き
が入れ替わり、17 桂に玉が取られてし
まうからです。また、63 馬を動かすと
64 角の利きを元に戻すことができます
が、元に戻っても角の利きなので王手は
解除できません。最終手 64 角で攻方玉
は確かに詰んでいます。
★ 17 桂という効率の良い付駒と最終２
手の切れ味が印象的な作品。ネコネコは
性能変化が激しいので難しくなりがちで
すが、本作は比較的考えやすかったよう
に思います。
★ ち な み に、26 歩 が な い と「28 角、
27 香、29 玉、37 桂 迄」の余詰が生じ
ます。
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U360（さんじろう）

34 銀、33 桂、22 銀生、32 玉 迄４手。

詰上図
玉玉

銀桂

作者：１番（編集者注：U359）の大き
な動きと異なり、ちまちまと細かいやり
取りです。どうやら私はこのようなのが
好きなようです。上図で 31 王＝桂なの
で動けず、持駒なしなので付駒も出来な
いし、33 銀としても王手を解除できな
いので詰み。

★双裸玉の初形。銀の打ち場所はいくつ
かありますが、正解は 34 銀。33 桂の
付駒で王手を外します。

途中図
玉

桂 玉

銀

▲なし

★ 34 銀は桂の利きになっているので
22 銀生と跳ねることができます。銀と
玉の利きが入れ替わるので 22 銀生は王
手。最終手は 32 玉で詰み。31 玉と 33
桂の間に入り込み、攻方玉を桂の利きに
変えています。もし攻方に持駒があれば、
34 歩のような付駒で受方玉の利きを変
えて王手を外せますが、持駒はないので
それはできません。
★銀の活用と最終手が印象的な作品。配
置も手順も一切の無駄がありません。

U361（さんじろう）

53 歩、55 角、44 歩成、32 玉、
33 と、31 桂、34 玉、33 角 迄８手。

詰上図 桂
玉
角

玉

作者：序の 3 手は歩一枚で 4 段目の玉
に手を付けるときの定石。問題はここか
らで、と金の二段活用から桂馬の付駒を
経て、最後 33 角とと金を取れば不思議
なことにこれで詰んでいるという仕掛け
です。詰上がり１の字はネコネコでは意
外性はそれほどない。最終手駒取りは自
玉詰ならではで、なんだかダマされたよ
うな気がする方がいるかもしれません。
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後手玉を詰める場合最後に駒を取るのが
本手順になることはないでしょうから。

★ U360 に引き続き本作も双裸玉の作
品。ただし手数は８手です。
★初手 53 歩に 55 角の付駒で受け、角
の利きで 44 歩成とします。

途中図１

玉

と角

玉

▲なし

★作者曰く、この３手は「歩一枚で 4
段目の玉に手を付けるときの定石」との
こと。ネコネコと向き合い続けてきた作
者だから持っている知識・感覚ですね。
★上図で 32 玉と引き、33 とに 31 桂の
付駒で受けます。

途中図２ 桂
玉

と

角

玉

▲なし

★ 33 とが桂の利きになったので王手が
外れています。しかし、31 桂の真の目
的はと金を桂の利きに変えることではあ
りません。上図では 34 玉とします。33
とが玉の利きになるのでこれは王手。さ
らに攻方玉と 31 桂の利きが入れ替わっ
ています。王手駒のと金を 33 角と取れ
ば、33 角と受方玉の利きが入れ替わる
ので攻方玉に王手が掛かっており、攻方
玉は桂の利きなので王手を外す手段がな
く詰みとなります。６手目の 31 桂は、
34 玉が桂の利きに変わることを狙って
いたのです。
★ネコネコらしく、目まぐるしく駒の利
きが変化する展開。本作も双裸玉の完全
作ということで、非常に価値のある作品
だと思います。

U362（占魚亭）

55 飛、11 歩、12 銀、同歩成、
54 歩、22 銀、12 玉、11 銀成 迄８手。

詰上図
全玉

歩
飛

作者：「受先点鏡 n 手／受方玉１筋配置
の裸玉／持駒：歩」を使用駒制限なしで
本将棋でやると受方の持駒に桂香があ
る関係で唯一解は成立しないのですが、
５五将棋には桂香がないので成立しま
す。
５五将棋で点鏡をやる意味はないかもし
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れませんが、唯一解でこの詰上りが成立
することが分かったからには発表するし
かないと思い、投稿しました。

★５五将棋の盤駒を使用した作品。通常
の９×９の将棋盤であれば、点鏡は 55
の地点を中心として点対称の位置の駒同
士の利きが入れ替わるルールですが、本
作は盤の大きさが５×５なので 33 の地
点を中心として駒の利きが入れ替わりま
す。
★受先なので受方から指します。初手は
55 飛。次の 11 歩による王手を可能に
しています。

途中図１
歩

玉

飛

▲なし　△飛角２金２銀２歩

★上図で 12 銀合とし、同歩成と取りま
す。ここで 54 歩と受けるのが詰上りを
見据えた一手。

途中図２

と玉
歩
飛

▲銀　△飛角２金２銀

★性能変化系のルールでは、玉を弱い駒
の利きに変えるのが常套手段です。54

に歩を設置したので、玉が 12 に移動す
ると歩の利きに変わります。
★ 22 銀と打って 12 玉とし、11 銀成で
詰みとなります。玉は歩の利きで、11
全は飛車の利きになっています。55 飛
を動かせば11全の利きは変化しますが、
成銀は元々後ろに進めるので 55 飛を動
かす受けはありません。
★点鏡らしい展開が楽しめる作品。点鏡
は安南やネコネコなどの性能変化系の
ルールとは異なり、性能変化の仕方が盤
の幾何に関連しています。５五将棋と点
鏡を組み合わせるのは面白いアイデアだ
と思います。
★ちなみに、受方の持駒に桂や香を加え
ると「51 香、15 歩、14 銀、同歩、52 桂、
24 銀、14 玉、15 銀 迄 8 手」などの余
詰が発生します。

U363（出口信男）

52 歩、同玉㋑、51 銀、61 玉、
62 歩、51 玉㋺、61 金、41 玉㋩、
42 歩、同玉、41 銀、31 玉、
32 歩、22 玉㋥、21 銀、11 玉、
12 歩、21 玉、11 金、22 玉、
21 金打 迄 21 手。

詰上図
金 銀 金 金
歩 歩

玉

歩歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩
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㋑ 41 玉は 51 金、31 玉、32 歩、同玉、
31 銀以下。
㋑ 42 玉は 41 銀、31 玉、32 歩、41 玉、
51 金、32 玉、31 銀以下。
㋺ 71 玉は 72 歩、同玉、71 銀、81 玉、
82 歩以下。
㋩ 52 玉 は 51 金 打、42 玉、41 金 打、
32 玉、31 銀、21 玉、22 歩、11 玉、
12 歩、同玉、11 銀迄。
㋥ 41 玉は 31 金、52 玉、51 銀迄。
㋥ 21 玉は 31 金、22 玉、21 金打、12 玉、
11 銀迄。

作 者：「 将 」1992 年 4 月 16 日 ( ？ ) 
投稿作。同誌休刊のため未発表。手順が
つまらなすぎるので誰も発表していない

（発表する気が起こらない？）のでは。
同一作、ありそうですが。

★ルールは背面詰。３段目に受方の歩が
ずらっと並んでいます。攻方が２段目に
金駒を打つと歩の利きになるうえ、３段
目の歩が強くなります。そのため金駒は
極力１段目に打ち、２段目には歩を打ち
たいところ。
★初手は 52 歩。同玉が最善で、51 銀
と打ちます。玉が銀の利きになっている
ので 61 玉（または 41 玉）と逃げるし
かありません。
★ 62 歩と打ちます。51 銀の支えがあ
るので今度は歩を取られません。

途中図１ 玉

銀
歩歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲金３銀２歩３

★ 51 玉で銀を取られますが、61 金と
打って壁を作ることができます。61 金
には 41 玉と逃げる手が最善で、42 歩、
同玉、41 銀、31 玉、32 歩と進みます。
この５手は冒頭の５手と同様の手順です
ね。

途中図２
金 銀

玉

歩 歩歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲金２銀歩

★上図で 41 玉や 21 玉は 31 金と打っ
て早いので 22 玉と逃げますが、やはり
21 銀の尻銀が厳しい一手。11 玉に 12
歩と打ち（次図）、21 玉、11 金、22 玉、
21 金打で詰みとなります。
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途中図３
金 銀 銀

玉

歩 歩 歩歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲金２

★３段目に受方の歩が整然と並ぶ初形。
尻銀～歩打を３回繰り返すリズム感を楽
しめる作品だと思います。
★フェアリーデータベースで確認しまし
たが、同一作はありませんでした。

U364（上田吉一）

84 と、75 玉、74 と右、65 玉、
64 と右、55 玉、54 と右、45 玉、
44 と右、35 玉、34 と右、25 玉、
24 と右、15 玉、17 城、同銀、
13 飛、14 城、同と、25 玉、
29 城、28 銀、27 城、同銀、
23 飛、24 城、同と左、35 玉、
39 城、38 銀、37 城、同銀、
33 飛、34 城、同と左、45 玉、
49 城、48 銀、47 城、同銀、
43 飛、44 城、同と左、55 玉、
59 城、58 銀、57 城、同銀、
53 飛、54 城、同と左、65 玉、
69 城、68 銀、67 城、同銀、
63 飛、64 城、同と左、75 玉、
79 城、78 銀、77 城、同銀、
73 飛、74 城、同と左、85 玉、

89 城、88 銀、87 城、同銀 迄 72 手。

詰上図

飛
◆ と と と と と と と桂 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆銀

玉

銀

★ルールは成禁協力自玉詰。98 の攻方
玉を詰ますことが目的ですが、その手順
中で駒が成ってはいけません。配置を
見てみると、６段目に並ぶ Pyramid に
よって盤が２つに分けられています。標
準の将棋駒は Pyramid を飛び越えるこ
とはできませんが、19 の Rookhopper
は Pyramid を 跳 躍 台 に し て 飛 び 越
えることができます。本作ではこの
Rookhopper が重要な働きをします。
★４段目のと金はすべて不滅駒。そのた
め例えば初手 75 とは受方玉が詰んでし
まうため失敗です。受方に持駒がないの
で、83 飛も受方玉が詰み失敗です。ま
ず は 84 と、75 玉、74 と 右、65 玉、
64 と右、……と進めるしかありません。
玉を１筋まで運んだ局面が次図です。
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途中図１

飛
◆ と と と と と と と桂 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

玉

銀 銀

城

▲なし　△なし

★上図で 17 城と跳んで王手を掛けるこ
とができます。同銀で Rookhopper が
受方の駒台に行きますが、13 飛、14 城、
同とで回収することができます。25 玉
とします。

途中図２

　 飛
◆ と と と と と と と桂 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆銀

玉

銀

▲城　△なし

★上図から繰り返し手順が始まると捉え
ることができます。29 城と打ち、28 銀
の移動合に 27 城と跳びます。同銀、23
飛、24 城、同と左で Rookhopper を回
収し、35 玉とします。

途中図３

　 飛
◆ と と と と と と と桂 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆銀

玉

銀

▲城　△なし

★途中図２と３を比較すると、一部の配
置が左に１列動いたことが分かります。
この８手１組の手順を繰り返し、受方玉
を８筋、２枚の銀を７筋まで運んだ局面
が下図です。

途中図４

飛
◆ と と と と と と と桂 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆銀

玉

銀

▲城　△なし

★上図から 89 城、88 銀、87 城、同銀
で詰みとなります。
★１枚の Rookhopper で２枚の銀を規
則的に運搬する作品。少ない紛れと無駄
のない構成により趣向手順の魅力が際
立っています。
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----------------------------------------

短評（107 号）

U345
中嶋正和：初形「一」から金銀の巧みな
動き。

U346
中嶋正和：b) で初形に戻るんですね、
なるほど。

U347
中嶋正和：夜６枚の乱舞。

U348
中嶋正和：フェアリーでしかできない打
歩詰。

U349
中嶋正和：高度なフェアリー作品という
印象。

U350、U351
中嶋正和：加南／加北は前／後の駒がか
なり強力になりますね。

U352、U353
中嶋正和：一方、減南／減北は前／後の
駒の弱体化が激しい。

U354
中嶋正和：２枚飛車を捨てる往路から、
復路で駒の効きがなくなる手順が巧み。

U355
中嶋正和：グラスホッパーとライオンの

趣向手順が楽しい。

U356
中嶋正和：金と玉の入れ替え。この手順
を実現する技術がすごい。

総評
中嶋正和：今回は全体的にフェアリーレ
ベルが高い作品が多かった印象です。

★短評、誠にありがとうございます！
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　My favourbale problem in which AUW 
is achieved with 7 pieces.

2nd Prize

1.Bg1 Kb8 2.g8=Q+ Kb7 3.Rb1+ Kc7
4.Qdc4+ Bc6 5.Kf1 Kd6 6.Qd8+ Ke5
7.Re1+ Be4 8.Ra5+ Kf4 9.Qh4+ Kf3
10.Rf5+ Bxf5 11.Bg4+ Bxg4 12.Qh3+
Bxh3#
1.Bf2 Kb8 2.g8=Q+ Kb7 3.Qg5 Kb8
4.Qdd8+ Kb7 5.Kd1 Kxa6 6.Ra1+ Kb7
7.Be1 Kc6 8.Rb1 Bb7 9.Qg2+ Kc5
10.Qb6+ Kc4 11.Rc1+ Kd3 12.Qf3+
Bxf3#

　Monochrome echo. White moves for 
guiding Black B is interesting.

3rd Prize

Informal Tourney Award

Selfmate 2015-2017

 Judge: Hiromi Tsutsui

　I apologize to composers and readers 
for the late publication of the award.
　Overal l ,  many problems have a 
mechanism of restricting black moves 
from the beginning, and I think this 
is the color of the magazine Problem 
Paradise.
　I tend to rank problems with a small 
number of pieces higher than those with 
a large number of pieces that include 
tasks, but please bear with me.
　There are 38 problems to judge 
(S188-S225). I decided to give 4 Prizes 
and 7 Honorable Mentions.

1st Prize

a) 1.d8=R+ Kc7 2.Qe7+ Kc6 3.Qc5+
Qxc5 4.b8=S+ Kc7 5.Bb6+ Qxb6#
b) 1.d8=Q+ Kc5 2.Qc8+ Kd6 3.b8=B+
Qc7 4.Qce6+ Kc5 5.Qb6+ Qxb6#

S213 Andrej�Dikusarov
(Russia)

S#13
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1.Be3+ Ka6 2.Bd3+ Ka5 3.Qb6+ Ka4
4.Qb5+ Ka3 5.Bc1+ Ka2 6.Qa4+ Qxa4#

I like the process for building a cage of
checkmate while limiting Black’ s moves.

4th Prize

a)1.Qe8 h2 2.Ka5 Kc5 3.Rc6+ Kd5 4.Sb2
Kd4 5.Sf5+ Kd5 6.Re6 Kc5 7.Rxe5+
Rxe5 8.Sa4+ Kc4+ 9.Qb5+ Rxb5#
b)1.Qe7 h2 2.Ka4 Kc5 3.Sb5+ Kxc4
4.Sa3+ Kd5+ 5.Rb4 Kc6 6.Bc3 Kd5
7.Qd7+ Kc5 8.Rxc4+ Rxc4+ 9.Bb4+
Rxb4#
3...Kd5 4.Rc6 Kxc6 5.Bc3 Kd5 6.Qd6
Kc4 7.Sa3 Kxc3 8.Qb4 Rxb4#

　Chameleon echo.  On ly  (b)  has 
a variation, but the quality of the 
sequences is high.

1st Honorable Mention

1.f8=Q+!
1...Kc6 2.Qc8+ Kd6 3.Qg3+ Rf4 4.Bf6
d4 5.Qa3+ Kd5 6.Qac5+ Ke4 7.Q5c6+
Kd3 8.Qh3+ Rf3 9.Qf1+ Rxf1#
1...Kc4 2.Qe2 Rd3 3.h8=Q d4 4.Qxd4
Kxd4 5.Qd6 Kc4 6.Qe4 Rd4 7.Kc1 Rxe4
8.d3 Kc3 9.Be1+ Rxe1#

Chameleon echo. It is difficult to chase
Black K.

2nd Honorable Mention

1. Ba7! (2.Rb6+ Kc5 3.Rd6+ Sb6
4.Qe3+ fxe3 5.Sa4+ Rxa4#)
1...Rxh3 2.Qc8+ Sc7 3.exd3+ Rxd3
4.Sd6+ Rxd6 5.Rb7+ Rxa6#

S208

C+

Rade�Blagojevic
Milomir�Babic

(Serbia)

S#5
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pieces.

5th Honorablee Mention

1.Rd2+ Sxc3 2.Qa2+ Sxa2 3.0-0+ Sc1
4.a8=Q+ Ra7 5.Qh8+ e5 6.fxe6+(ep)
Rg7+ 7.Kh1 f3 8.b7 f2 9.Sg2 h4
10.b8=B h3 11.Bh2 hxg2#

A great  work inc lud ing var ious
elements.

6th Honorable Mention

1.c5 Kg2 2.Be4+ Kg1 3.Sc4+ Kf1
4.Bd3+ Kg1 5.Bf2+ Kg2 6.Bd4+ Kf3
7.Se5+ Kf4 8.Qxh2+ Rxh2#

I admired the process that looks like
constructing the placement of White 

　It is interesting that the destination of 
Black R is separated into the upper and 
lower square of the white K in the threat 
and the main line.

3rd Honorable Mention

1.Qe2+ Kxf4 2.Bc1+ Kf5 3.Qxe7 Kg6
4.Be6 f5 5.Bg8 f4 6.g5+ hxg5#

It feels good the mating position has
two black Ps lined up.

4th Honorable Mention

1.Kf1 Kd1 2.Sf2+ Kd2 3.Sf3+ exf3
4.Qd4+ Rd3 5.Qb2+ Ke3 6.Sd1+ Rxd1#

An economical checkmate from the 
initial diagram with a small number of 

S220

C+
Stephan�Dietrich

(Germany)

S#8
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pieces.

7th Honorable Mention e.a.

1.Qc3+ Qb3 2.Sb6 axb6 3.Bb5 Qxc3#

7th Honorable Mention e.a.

1.Sc8+ Kb5 2.Qb7+ Kc5 3.Bb6+ Kb5
4.Qd5+ Bxd5#

Can we give an award to a pair of
problems which have the same initial 
figure?

---Translated by Hiroaki Maeshima

S216

C+
Tired�Boy

(Japan)

S#3

S219

C+
Tired�Boy

(Japan)

S#4

108 Award (Selfmate 2015-2017).indd   57108 Award (Selfmate 2015-2017).indd   57 2024/12/12   0:442024/12/12   0:44



63

#108 Award ( Fairies 2021).indd   63#108 Award ( Fairies 2021).indd   63 2024/12/26   12:432024/12/26   12:43



64

F1212

C+
Hubert�Gockel

(Germany)

#2vvv
Breton�Adverse

F1165

C+
Torsten�Linß

(Germany)

H#7
Nightrider�g4
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F1250 Bojan�Bašic
(Serbia)

SH#8
b)�I??�-->�??
Invisible�0+1

F1183 Sergej�Smotrov
(Kazakhstan)

S#12
Rose�a7
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F1230

C+
Hubert�Gockel

(Germany)

#2v
Breton�adverse

F1203

C+
Torsten�Linß

(Germany)

HS#12
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F1208

C+

Milomir�Babić

(Serbia)

SS#20

F1207

C+

Sébastien�Luce

(France)

SH#11

b)�bPb2→�h3

#C
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F1251

C+
Chris�Feather

(UK)

SH#9

b/c)�wSa1→h3/b2

Take&Make

Equipollent�Circe

F1199

C+

Fadil�Abdurahmanovic

Mike�Prcic

(Bosnia�&�USA)

H=6

F1192

C+
Sébastien�Luce

(France)

H#10
Antipodean�Circe
UltraSchachZwang
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F1163

C+

Pierre�Tritten

Sébastien�Luce

(France)

H#2.5�2�Sols

Couscous�Circe

F1181

C+
Klaus�Wenda

(Austria)

SS#9
Equihopper�b2,�d1
Rook-Hopper�g5�e8�g6
Symmetry�AntiCirce
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F1156

C+
Jorge�Kapros

(Argentina)

#2
Grasshoppers�f4�a4�b6�c3

F1188

C+

Pierre�Tritten

(France)

H#3�4�Sols

Andernach

F1191

C+
Sébastien�Luce

(France)

H#6

#C

Contra-Grasshopper�d5
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F1211 Sébastien�Luce

(France)

SH=9

#R

Neutral�P�b2

F1218

C+

Sébastien�Luce

(France)

HS#4.5

F1225

C+
Ľuboš�Kekely

(Slovakia)

SH#15
Circe

F1226

C+
Chris�Feather

(UK)

SH#16

Take&Make

Equipollent�Circe
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